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シラー『ドン・カルロス』Don Karlos（1787）や『たくらみと恋』Kabale und Liebe（1784）
を例に、父子の相克こそが（近代）文学の原生岩石（Urgestein）であり、父に反逆する息
子に旧来の権威の破壊者、新時代の精神を見ようとするハンス・リヒャルト・ブリットナ
































































の精神分析学者ポール・フェダーン（Paul Federn, 1871-1950）である。1919 年に発表され






























アグネス・ザッパー（Agnes Sapper, 1852-1929）『プェフリング家』Die Familie Pfäffling
（1907）の構成員は 10 人、音楽学校教師の父と専業主婦の妻、四男三女からなる 7 人の子
どもたち、そしてお手伝い（Dienstmädchen）である。20 世紀初頭の南ドイツに暮らすこの
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書籍として出版されたのは 1905 年のことだった。1907 年には続編も刊行されている。全
部で 18 編ある物語に登場するおじさんは延べ 7 人。ペピーおじさんが 3 人、フランツおじ
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ルートヴィヒが最後に発した「僕にはそれが待ち遠しくてならない」ich kann es nicht mehr 
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